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硬質レジン人工歯EXCERA@の予後に
関する臨床的研究
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新潟大学歯学部歯科補綴学第二講座
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要 旨

我々は硬質レジン人工歯EXCERA@の理工学的性質を追求し,EXCERA@は硬質レジン歯とし

て十分な性質を備えた人工歯であるという結果1)を得た｡さらに,臨床的有用性を確認するために,

EXCERA@を用いた多様な欠損症例の被験者33人に49床の義歯を装着し, 1年間の予後調査を

行った｡

予後調査の観察項目は人工歯の破折,脱離,摩耗,変色,着色歯垢付着および歯石沈着の有無に

ついてであり,それぞれの程度をリコール時の術者による肉眼的観察結果に加え,規格写真撮影に

より製作したスライド,アルジネート印象材により採得した印象から作製した模型および吹合接

触記録を行ったブラックシリコンについて後日3名の観察者で詳細に観察した｡

EXCERA@の破折,脱離は義歯製作上の特殊な症例以外ほとんどの症例でみられなかった｡ま

た,摩耗による校合面の変化も肉眼的にほとんど観察されなかった｡さらに,人工歯の変色はみら

れなかった｡着色歯垢付着については症例により観察され,また1例にのみ顕著な歯石沈着が観察

された｡

このような結果はEXCERA@の理工学的性質の優位性が臨床結果に反映され,臨床上有用であ

ることを示唆している｡

緒 E5

人工歯は床義歯の目的である審美性および機

能の回復に重要な役割を果す構成要素であり,

前歯部人工歯では特に審美性や発音などに関係

し,形態,色調,耐着色性および耐摩耗性に優

れていることが要求される｡また,白歯部人工
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歯では校合,阻噂に関係して,硬さや耐摩耗性

が優れていることが重要である｡

人工歯にはいろいろ種類があるが,それぞれ

の諸性質を考慮して,従来, レジン歯,または

陶歯が用いられてきた｡ レジン歯の長所 として

審美性,操作性,義歯床 との結合性等が挙げら

れ,陶歯の長所 として硬さ,耐摩耗性等が挙げ

1994年8月15日受理

- 29-



190

新潟歯学会雑誌 24巻 2号 1994年

られる｡それぞれ利点を有しているが,操作性

がよいことからレジン歯が選択される傾向に

あった｡しかし,そのレジン歯は硬さ,耐摩耗

性に劣っているため,今日ではその欠点を考慮

し改良された硬質レジン歯が臨床に応用されて

きている｡この硬さの向上によって食物摂取時

における食物の切断および粉砕が容易になり,

阻噂できる食品の種類が増加する｡阻噂が容易

になることで,唾液など消化液と食塊との混和

が良好になり,消化に寄与する｡これらのこと

により義歯装着者の生活の質が改善される｡ま

た,耐摩耗性が向上することにより回復した顎

位を長期にわたって保持することが可能にな

る｡このことにより,義歯再製のサイクルが長

くなり経済的効果も期待でき,人工歯の摩耗,

唆耗により起こる顎位の低下,ひいては顎口腔

系機能の不調和の発症を回避し得る｡このよう

に硬さ,耐摩耗性に優れた硬質レジン歯を開発

することは歯科臨床において意義深く,重要な

問題である｡

我々は硬質レジン人工歯EXCERA@の臨床
応用の目的で,その諸物性,つまり硬さ,吸水

量,摩耗量,着色,曲げ強さ,圧縮強さ,フィ

ラー含有量について詳細に検討を行い,さらに

既に市販されている他社製硬質レジン歯と比較

検討し,総括的にその優位性について考察し

た1)｡その結果,硬質レジン歯EXCERA@ほ検討
した物性のすべての項目において平均以上の値

を示したことにより,バランスのとれた物性を

有していることが示唆された｡

しかし,硬質レジン歯において臨床の使用で

破折,脱離および着色など問題が生じるとの報

告もある2)･3)

そこで本研究は硬質レジン歯EXCERA@の

理工学的研究の結果を踏まえ,臨床的にその有

用性を確認するために,実際の患者の口腔内に

EXCERA@を用いた義歯を装着し,人工歯の破
折,脱離,摩耗,変色,着色歯垢付着および歯

石沈着の有無などを経時的に観察した｡

材料および方法

1.使用人工歯について

床義歯に山八社製硬質レジン歯EXCERA@
を使用した｡EXCERA@は色調については主と
してピタシェードを採用し,前歯部人工歯,冒

歯部人工歯ともにA3,A3.5,A4とその他松風
リアル形態におけるレジン歯56のシェードがあ

る｡前歯部の形態は上顎がT形 (テーパリング

形),SS形 (ショートスクエア-形),C形 (コ
ンビネーション形)の3種類を有し,下顎は1

種類で,それぞれ3,4,5,6の4種類の大きさ

がある｡白歯部の大きさはM28,29,30,31の

4種類を有する｡

2.被験者および症例の種類

対象は新潟大学歯学部附属病院の補綴科外来

患者でEXCERA@を使用した義歯を装着した
33人である｡被験者の性別,年齢,症例,装着
日を表 1に示す｡被験者は男性10人,女性23人

で,年齢は46-79歳,平均年齢65歳である｡平

成5年7月までに義歯を装着し,平成6年7月

末日で人工歯の予後観察を終了した｡

装着した義歯は総計33症例49床で,その種類

別数を表 1に示す｡

3.予後観察の方法

予後調査は図 1に示すプロトコールにした

がって行った｡すなわち習慣性阻噂側,噂好品

について問診を行い,その後残存歯の状態,欠

損部顎堤の状態 (高さ,形態,被圧縮性)など

一般的口腔診査を行った｡義歯について,人工

歯(色調,形態),義歯床,維持装置について調

べ,設計および中心唆合位における対合歯との

接触部位を図示した｡また,義歯製作上におけ

る人工歯については,排列様式,排列の際の基

底面削合の程度,嘆合面削合の程度を記載し,

校合面削合の部位を図示した｡

義歯装着患者の予後観察は装着後 1カ月,6

カ月, 1年に行い,装着後約 1カ月を予後 1,

装着後約6カ月を予後2,装着後約 1年を予後
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表 1 被 験 者 の 内 訳

No. 被験者 性 午 症 例 欠 損 部 歯 式 装 着 日

1 A.T. 女 72 上下FD ユニ±ユ ~テ∃=7 4.10.14
2 A.T. 女 64 上 PD ヱLL壁 4.6.4

3 T.0. 女 75 下 FD 丁=F 7.7.28

4 Y.N. 女 68 下 FD 7=F 4.10.1

5 J.T. 罪 69 上 FD,下 PD j±土ユ 耶 テ 5.1.27

6 Y.S. 女 79.上下FD ユ=ヒエ .7∃=7 5.3.25
7 Y.N. 男 77 上 PD(コーヌス) 7654211124567 5.6.25

8 S.N. 男 79 上 PD(コーヌス) 7654211124567 4.4.15

9 S.H. 罪 57 上 PD ヱ堕｣ 4.12.20

10 T.H. 女 72 上下FD ユ=ヒエ 7∃二子 5.1.13

ll K.N. 男 67 上下FD ヱ=ヒエ 了二戸 4.12.18

12 M.Ⅰ. 女 69 上下 FD ヱ∃二1 7=P 4.ll.25

13 K.H. 女 56 上 FD ヱ=ヒ二⊥ 5.2.17

14 Y.K. 女 74 上下FD ユ=ヒ二ヱ 了=F 4.ll.24

15 T.S. 女 58 上下FD ユ=ヒエ 7∃二子 5.3.5
16 H.S. 女 58 上下 PD(コーヌス) 三二出 両㌃ロ扉 5.3.ll

17 M.K. 女 69 上下FD ヱ=ヒ1 7二戸 5.4.28

18 M.S. 女 54 上 PD と姓_良二虹 5.2.26

19 T.S. 女 66 上 PD 76211ト467 5.2.1

20 ∫.M. 罪 79 上 PD 321日23567 5.7.1

21 Y.W. 女 71 上 PD と些=ヒエ 5.5.13

22 S.U. 罪 71 下 FD 7=p - 5.7.19

23 S.T. 女 60 上下PD _吐 古語~口許 5.2.8

24 T.S. 女 64 上 PD ヱ旦亘4J 5.5.23

25 M.F. 罪 63 上下FD 上土 ユ 7二戸 5.7.15

26 T.?. 女 70 上 PD 重量4J 5.6.7

27 Y.T. 女 46 上下PD 旦リ_±蔓延 両T扉 5.6.18

28 Y.B. 女 48 下 PD ~扇~1 4.ll.10

29 S.S. 男 61 下 PD ~~両~1 5.1.26

30 S.H. 女 67 上下.FD _1=ヒエ ~テ∃=7 5.4.2
31 K.U. 女 60 上 FD,下 PD 7㌃巧扉 5.7.14

32 K.A. 女 57 上下FD ユ=ヒエ 7∃二子 5.7.5

3とした｡

それぞれの時期に人工歯の破折,脱離および

変色の有無を肉眼的に観察した｡また,後日の

判定資料として義歯の規格写真撮影,研究用模

型作製のためのアルジネート印象採得,および

ブラックシリコン (バイトチェッカー⑧:ジー

シー社製)による校合記録を行った｡

規格写真撮影は義歯全体,前歯部中切歯唇側

面および舌側面,前歯部左右犬歯間唇側面およ

び舌側面,白歯部頬側面および唆合面とした｡
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図1 プロトコール

人工歯プロトコール

カルテNo.

補 綴 No.

名

所

業

氏

住

職

初診日

男 生年月日

女

担当医

℡

残存歯の状態

瞭耗の程度 BrocaI H IIIIV

欠損部顎堤の状態

高 さ 高い 中程度 平坦 陥凹

形 態 良好 不規則なアンダーカット ナイフエ ッジ

被圧縮性 大 中程度 小 フラ ビ-

習慣性阻噂 両側 左側 右側

噂 好 品 日本茶 紅茶 コー ヒー タバ コ その他 (

義歯製作上の問題点

人工歯について

排列様式 正常被蓋 ･反対被蓋 交叉被蓋

基底面削合の程度 していない, 少, 中, 多 新義歯に対する観察

唆合面削合の程度 していない, 少, 中, 多

(下層MMAが露出)

削合部位 (図示)
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予後 (装着時,1ケ月後,6ケ月後,1年後)

ロ写真撮影

□研究用模型用印象

ロ ブラ ックシ リコン

ロ人工歯について

破折 無, 有 (部位 )

脱離 無 有 (部位 )

変色 無, 有,部位 (全体,一部, )

写真の撮影倍率は各部位ごとに規定し,人工歯

の変色,着色歯垢付着および歯石沈着の有無と

程度の判定資料とした｡

研究用模型により人工歯の摩耗,唆耗の観察

を行った｡

4. 観察結果の判定

今回,人工歯の色調の変化を変色,二次的着

色を着色歯垢付着と規定した｡人工歯の破折,

脱離,変色,着色歯垢付着,歯石沈着はプロト

コールとスライドから判定した｡特に,変色,

着色歯垢付着,歯石沈着については3名の観察

者が10倍のルーペでスライドを観察し,変色,

沈着歯垢付着および歯石沈着の有無ならびにそ

の程度を決定した｡着色歯垢付着および歯石沈

着の程度を,次のように分類した｡(-):認め

られない｡(±):歯頚部隣接部にすじ状に存在

する｡(+):歯面の1/3以内を被い存在する｡

(+2):歯面の1/3以上から2/3以内を被い存

在する｡(+3):歯面の2/3以上を被い存在す

る｡

人工歯の唆合面の摩耗については,プロト

コールを参考とし全症例各時期の規格撮影によ

るスライドおよび研究用模型の10倍ルーペによ

る肉眼的観察を行った｡さらに,上下全部床義

歯の症例について各時期の上顎模型上にそれぞ

れのブラックシリコンを適合させ,校合接触面

を印記し経時的な唆合接触面の変化を観察し

た｡

結 果

予後1,予後2,予後 3における観察結果を

表2に示す｡

1. 人工歯の破折について

人工歯の破折は予後 1で1症例 1歯に観察さ

れた｡予後 2,予後 3での破折例はなく,破折

が経時的に増加する傾向はなかった｡

2.人工歯の脱離について

人工歯の脱離は予後 1で1症例 1歯に観察さ

れた｡予後 2,予後 3での脱離例はなく,脱離

の再発や経時的に増加する傾向はなかった｡

3.人工歯の摩耗について

唆合面の摩耗については肉眼的には大きな変

化は観察されなかった｡しかし,上下全部床義

歯のブラックシリコンを用いた模型の観察から

吹合接触面の部位および大きさに若干変化がみ

られた｡ 2つの接触面が1つに癒合したり,新

たな部位に接触面が出現したり,接触面の大き

さが若干大きくなった｡

4. 人工歯の変色,着色歯垢付着,歯石沈着に

ついて

人工歯の変色は予後 1,予後 2,予後3のい

ずれの時期においても観察されなかった｡

人工歯の着色歯垢の付着は症例によって予後

1,予後2,予後3いずれかの時期に観察され

た｡それぞれの程度の症例数は予後 1(-)5,

(±)12,(+)9,(+2)3,(+3)1,予後2
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表 2 予 後 観 察 結 果

予 後 1 予 後 2 予 後 3

No.被験者 破折 ~脱離 変色 着色歯垢 歯石 破折 脱離 変色 着色歯垢 歯石 破折 脱離 変色 着色歯垢 歯石 噂_好 晶,そ の 他

1.A.T. (-) (-) (-) (+) (-) (-) (-) (-) (+) (±) (-) (-) (-) (j=) (j=) 日本茶

,2.A:LT. (-) (-) (-) (+) (.-) (-) (-) (-) (+) (-) (-) (-) (-) .(+) (-) 日本茶,コーヒー

4.Y.N. (-) (-) (-) (+) (-) (-) (-) (-) (+) (-) (-) (-) (-) (2+) (-) 日本茶

6.Y.S. (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)上 .I(±) ㌔(-)下 :(-) (-) 日本茶

7.Y.N. (_-) (-) (-) (1.±) (-) (-) (-) (-) (+.) (-) (-) (-) (-) (-) (-) 日本茶

8.S.N. (-) (-) (-) (±) (-) (-) (-) (-) .(+) (-) (-) (-) (-) (±) (-) 日本茶

9.S.H. (-) (-) (-) (±) (-) (-) (-) (-) (±) (-) (-) (-) (-) (±) (±) 日本茶

10.T.H. (-) (-) (-)上 :(±) (±).(-) (-) (-)上 :(±) (±) (-) (-) (-)上 :(±) (-) 日本茶
下 :(-) (±) 下 :(±) (±) 下 :(-) (±)

ll.K.N. (-) (-) (-)上 :(±) (±) (-) (-) (-)上 :(±) (± ) (-) (-) (-)上 :(±) (±) コーヒー,タバコ
下 :(±) (±) 下 :(±) (±) 下 :(+) (±)

12.M.Ⅰ. (-) (.-)I(-)上 :(+) (-) (-) (-) (-)上 :(+) (-) (-) (-) (-)上 :(+) (-) ポリデント使用
下 :(+) (-) 下 :(+) (-) 下 :(+) (-) 日本茶 1日6,7杯

13.K.H. (-) (-) (-) (2+) (-) (-) (-) (-) (2+) (-) (-) (-) (-) (2+) .(-) 2ケ月くらいからピカ使用コーヒー

14.Y.K. (-) (-) (-)上 ∴(-) (-) (-) (-) (⊥)上 :(-) (±) (-) (-) (-)上 :(-) (-) 日本茶
下 :(-) (-) 下 :(-) (-) 下 :(+) .(+)

15.T.S. (-) (-) (-)上 :(±) (±) (-) (-) (-)上 :(±) (±) (-) (-) (-)上 :(2+) (-) コ-ヒ-
下 :(-) (-) 下 :(±) (-) 下 :(±) (±)

16.H.S. (-) (-) (-)上 :(+) (-) (-) (-) (-)上 :(±) (-) (-) (-) (-)上 :(±) (-) 日本茶
下 :(+) (-) 下 :(+) (-) 下 :(±) (-)

17.M.K. (-) (-) (-)上 :(+) (-) (-) (-) (-)上 :(2+) (-) (-) (-) (-)上 :(2+) (-) 日本茶

-

昭
E!
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予 後 1 予 後 2 予 後 3

No.被験者 破折 脱離 変色 着色歯垢 歯石 破折 脱離 変色 着色歯垢 歯石 破折 脱離 変色 着色歯垢 歯石 噂 好 品,そ の 他

18.M.S. (-) (-) (-) (2+) (+) (-) (-) (-) (2+) (-) (-) (-) (-) (±) .(+) 日本茶,コーヒーブラッシング指導した

19.T.S. (-) (-) (-) (+) (-) (-) (-) (-) (2+) (-) (-) (-) (-) (+) (-) 日本茶

20.∫.H

21.Y.W. (-) (-) (-) (±) (-) (-) (-) (-) (±) (-) (-) (-) (-) (±~) (-) 日本茶

22.S.U. (-) (-) (-) (±) (-) (-) (-) (-) (+) (-) (-) (-) (-) (-) (-) 日本茶

23.S.T. (-) (+) (-) (-) (-) (-)上 :(+). (-) (-) (-) (-)上 :(+) (-) 日本茶

上PD 下:(+) (-) 下:(+) (-)

24.T.S. (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)-日本茶1日2,3杯

25.M.F. (-) (-) (-)上 :(､±) (+) (-) (-) (-)上 :(+) (2+) (-) (-) (-)上 :(3+) (-) タバコ1日20本,麦茶

下 :(±) (2+) 下:(2+) (3+) 下 :(2+) (-)

26.T.S. (-) (-) (-) (±) (+) (-) (-) (-) (+) (±) (-) (-) (-) (2+) (±) 日本茶

27.Y.T. (-) (-) (-)上 :(±) (-) (-) (-) (-)上 :(2+) (+) (-) (-) (-)上 :(3+) (-) タバコ1日20本

下 :(+) (-) 下:(+) (+) 下 :(3+) (-) 日本茶1日3,4杯コーヒー1日3,4杯

28.Y.B. (-) (-) (-) (+) (-) (.-) (-) (-) (+) (-) (-) (-) (-) (+) -■(-) 日本茶1日4,5杯

29.S.S. (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (2+) (-) (-) (-) (-) (-) (-) コーヒー1日3杯日本茶1日4,5杯

30.S.H. (-) (-) (-)上 :(2+) (-)下 :(±) (-) 日本茶1日2,3杯

31.K.U. (-) (-) (-)ー上 :(-) (-) (-) (-) (-)上 :(+) (-) (-)ー(-) (-)上 :(-) (-) 日本茶1日10杯

下:(±) (-) 下 :(-) (-) 下∴(-) (-) ピカ 週 1回睡眠中も義歯装着

32.K.A. (-) (-) (-)上 :(+) (-)下 :(+) (-)pコーヒー1日2杯

33.M.N. (+) (-) (-) (-) (-)基底面タッチ部のみ少し破折 (-) (-) (-) (+) (-) (-) (-) (-) (±) (-) タバコ1.回20本コーヒー1回2,3杯

-
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(-)3,(±)5,(+)14,(+2)8,(+3)1,

予後 3(-)5,(±)8,(+)10,(+2)7,(+

3)3であった｡

人工歯への歯石沈着も症例によって観察され

た｡その程度は予後 1(-)24,(±)3,(+)

2,(+2)1,(+3)0,予後 2 (-)23,(±)

6,(+)1,(+2)0,(+3)1,予後 3(-)24,

(±)7,(+)2,(+2)0,(+3)0であった｡

考 察

1. 実験方法について

従来,人工歯についての理工学的報告1)･4),5)は

みられるが,今回のような臨床使用の予後に関

する研究はほとんどみられない｡人工歯は実際

に口腔内で機能を営んで価値を評価されるべき

であり,その諸物性が臨床上に十分に反映され

ているか否か検討することは重要な問題であ

る｡

しかし,義歯を必要とする被験者が高齢であ

ること,さらに予後調査中調整が最小限である

義歯としてから観察することなどにより多 くの

制約を受けた｡

被験者の選択にあた り全身的状態を特に規定

しなかったので, 1年経過中に体調を崩す被験

者や入院された被験者が数名でてリコーノウ時期

がずれた り, リコールできないことがあった｡

1年予後の予後 3は全ての被験者で観察できた

が,予後 1,予後 2で2症例において観察でき

なかった｡しかし,30症例については全課程の

予後を観察することができた｡

主として肉眼的観察によるものなので担当医

個人の主観を排除するため,プロトコールの集

計のみで結果を出さず,企画撮影スライドにつ

いて3名の観察者により判定を行った｡スライ

ドの観察について10倍のルーペを使用 した結

果,ルーペでの観察では裸眼で観察できない人

工歯-の付着物が確認できた｡また,今回いろ

いろな清掃状態での症例を観察するために,被

験者に義歯清掃を強制せず,特に指導も行わな

かった｡これらのことが,人工歯の着色歯垢付

着の結果に影響をおよばしたものと考える｡

2.人工歯の破折について

基礎的な我々の研究ではEXCERA@の曲げ

強 さ は エ ナ メル93.4(MPa),デ ソ ティン

92.9(MPa),圧縮強さはエナメル336.9(MPa),

デソティソ364.2(MPa)であった1)｡この結果

は市販の他の硬質レジン歯と比較して遜色ない

ものであった｡さらに最近開発された硬質レジ

ン人工歯ではエナメルかデソティンかいずれの

試料 の値かは確認で きないが,曲げ強 さ約

98(MPa),圧縮強さ約290(MPa)とある5)が,

これと比較しても,優るとも劣らず十分な値で

あり,破折に対する抵抗性は大きいと考えられ

る｡

予後 1では破折が観察された被験者番号33の

症例は,下顎部分床義歯で人工歯の基底面を削

合し薄 くして直接顎堤に接触させている部位に

おける破折であり,一般的な義歯における人工

歯の破折はみられなかった｡

すなわち,人工歯の破折については1年間の

使用で33症例49床の義歯のうち特殊な義歯 1症

例だけにおこり,臨床上破折について抵抗性の

ある人工歯と考えられる｡

3.人工歯の脱離について

人工歯の脱離は床との結合性に負 うところが

多 く,硬質レジン歯の硬さが増すにつれて床と

の結合性が低下するといわれている8)｡そのた

め,硬さの優れた硬質レジン歯においては床と

の結合性を向上するためにPMMA層の存在が

不可欠である｡したがって,硬質レジン人工歯

基底面削合後にPMMA層がなくなると脱離の

危険性が大きくなることが考えられる｡実際に

EXCERA@の白歯の断面を観察すると,その

PMMA層は他の硬質レジン歯より若干厚みが

少ないが,基底面は凹状であり,かつ歯冠長が

短 く最小限の基底面削除で人工歯を配列できる

ように考慮されている｡そのため,基底面削合

でPMMA層がなくなることは考えられず,舵

離に対して高い抵抗性があると思われる｡

また,技工操作中の分離材の使用が人工歯と
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床の結合性に影響を与えるといわれており6),そ

の使用には注意が必要とされている｡

予後1で脱離が観察された被験者番号23の症

例は上下顎部分床義歯で上顎右側第二大臼歯の

1歯が脱離した｡その基底面の削合は小～中程

度で,基底面および側面には床用レジンの付着

はみられなかった｡即時重合レジンにより通常

の修理を行い,以降人工歯の再脱離はみられな

かった｡人工歯の所見と脱離後の経過から考え

ると,この脱離にはレジン分離材の影響があっ

たものと思われる｡

このように,33症例49床中において人工歯の

脱離は1症例 1歯に観察されたのみで,EX-
cERA@は臨床上問題なく有用であると考えら
れる｡

4. 人工歯の摩耗について

従来の義歯の人工歯校合面は日常の使用で摩

耗することが臨床上しばしば観察される｡この

摩耗による吹合面形態の変化は阻噂能率の低

下,唆合高径の減少による校合の不調和などを

きたし,その弊害は重大である｡そのため,人

工歯校合面の摩耗についての基礎的研究7),8)を

みるが,今回のように実際に日常で使用してい

る義歯の人工歯の摩耗を観察した報告はみあた

らない｡

中村9)は,硬さほ,材料の摩耗,たとえば唆

合による摩耗や歯ブラシ摩耗減少などに対する

抵抗性の指標となるといっている｡EXCERA@
のヌープ硬さは市販の他社製硬質レジン歯とほ

ぼ同程度の値であり,また,EXCERA@ほフィ
ラー含有量を高めることによって硬さおよび耐

摩耗性が向上している｡このような理工学的性

質からみると唆合による摩耗に対しては抵抗性

を有していると思われる｡

規格撮影スライドおよび研究用模型を肉眼的

に観察した結果,人工歯の顕著な摩耗はみられ

なかった｡しかし,上顎模型のり交合面上に1)コー

ル時に採得したブラックシリコンを適合させ唆

合接触面を記入し,各予後の接触面を比較する

と校合接触面の出現部位,数および大きさに若

図2 校合接触面の経時的変化の典型例

千の変化がみられた｡特に義歯装着時と他の予

後の時期のものと異なることが特徴的にみられ

た ｡

校合接触面の経時的変化の典型例を図2に示

す｡これは被験者番号10の左側臼歯部における

唆合接触状態の経時的変化で,装着時から予後

1にかけて特に変化がみられ,それ以降校合接

触状態に顕著な変化は観察されなかった｡これ

は義歯装着後患者固有の喫合に馴染むのに約 1

カ月の期間を要し,その期間において若干の摩

耗で校合が安定し,以降大きな変化なく経過す

るものと考えられる｡実験的にも摩耗の進行は

初期の段階で急激で,それ以降は比較的ゆるや

かに進むと報告7),8)されており,EXCERA@での
臨床経過と一致している｡

このように,臨床においては若干の摩耗がみ

られるが,最も摩耗が少ない金属歯でも実験的

に摩耗は観察されている8)｡したがって,理工学

的性質の優れた硬質レジン人工歯でも実際の口
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腔内で機能していると唆合の摩耗は避けられな

いものであり,この程度の変化は臨床上十分に

許容できるものと考えられる｡

5. 人工歯の変色,着色歯垢付着,歯石沈着に

ついて

一般に理工学的研究による人工歯の直接的な

着色は人工歯の表面粗さ,吸水性,さらに着色

試験に用いられている着色材や着色材との接触

時間に影響される4)と考えられている｡しかし,

口腔内に装着された義歯の人工歯は純粋に食品

中の色素が吸収しておこる着色とは異なる着色

も存在する｡つまり,義歯を長時間口腔内に装

着することにより人工歯の表面にタンパクなど

の付着がおこり,その層が変性,汚染されるこ

とによって二次的に着色をおこすといわれてい

る5)｡また,日本茶,紅茶,コーヒー,タバコな

ど患者の摂取する噂好品の質と量も二次的着色

の要田になると考えられている｡

今回は人工歯の色調の変化を変色,歯石以外

の付着物による二次的着色を着色歯垢付着およ

び歯石沈着の3種に分類した｡

その結果,人工歯の変色はみられず,EXCER-

A@の色調が臨床上安定していることが確認さ
れた｡一見,色調が変化してるようにみえても

着色歯垢などの付着があり,それを除去するこ

とにより色調の変化がないことが確認された

(図3)｡

着色歯垢付着は経時的に増加すると想像され

るが,裸眼で容易に着色歯垢付着が確認できる

(十2)と (十3)の症例の和は予後2で9,予

後3で10とほとんど変わらない｡むしろ,着色

歯垢付着の確認が困難な (-)と (±)の症例

の和は予後 2で8,予後 3で13と予後 3の方が

多く,経時的な着色歯垢付着の増加傾向はみら

れなかった｡

EXCERA@はフィラー含有量を高めること

によって,硬さ,耐摩耗性,耐吸水性などの物

性を向上させた｡レジン層からのフィラーの脱

落が着色の一国との報告10)もあり,フィラー含

有量の増加により着色性が高まることが考えら

図3 変色がないことを確認した症例
上 :着色歯垢が付着した状態
下 :除去後

れるが,EXCERA@はフッ素含有のモノマーを

用いることにより着色性に対して改善を図って

いる｡そして､EXCERA@の理工学的試験で得

られた吸水量は他の硬質レジン歯のはば中間の

値を示し,耐着色性も他の市販の硬質レジン歯

と比較して遜色のない結果であった｡しかし,

若干の症例で着色歯垢付着が認められた｡この

原因は,被験者に義歯清掃を強制しなかったた

めに,二次的着色を除去し得なかったものと考

えられる｡二次的着色に関しては,患者による

日々の義歯清掃に依存する度合いが大きいと思

われる｡実際,1年予後時の着色歯垢を義歯用

歯ブラシで清掃すると容易に除去することが可

能であった(図､4)｡また,被験者番号33のよう

に噂好晶を多く摂取していても,良く清掃して

いる場合には着色歯垢の付着がほとんどみられ

なかった｡また,今回特定の観察者がルーペを

用いて人工歯の観察を行ったので,裸眼では確
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図4 二次的着色
上 :着色歯垢が付着した状態
下 :除去後 (義歯用ブラシにて除去)

認できなかった着色歯垢付着の有無やその程度

が容易に判定できた｡

ほとんどの症例において歯石の沈着はみられ

なかったが,被験者番号25の症例で予後 1で(+

2),予後2で (+3),予後3で (-)であった｡

予後2以降においても義歯清掃について特別な

指導を行わなかったが,患者の義歯清掃の励行

により,人工歯-の歯石沈着が顕著に改善した｡

唯一の歯石沈着がみられた本症例は,義歯の清

掃不良が主たる原因で,その他患者の唾液の性

状および量が考えられる｡

今回みられた人工歯の着色歯垢付着や歯石沈

着の原因はEXCERA@の理工学的研究からみ

て,患者の義歯清掃に依るところが大きいと考

えられた｡また,義歯清掃を指導しなかった実

験条件において着色歯垢付着の特に顕著な症例

は若干数であり,日常臨床のリコール時の清掃

指導によりこれらを回避できるものと考えられ

る｡これらからEXCERA@は耐汚染性において

も臨床上有用であることが確認された｡

結 論

硬質レジン人工歯EXCERA@の臨床的有用

性を確認するために,多様な欠損形態を有する

被験者33症例,49床の義歯にEXCERA@を用

い, 1年間予後調査を行った｡

調査項目は人工歯の破折,脱離,摩耗,変色,

着色歯垢付着および歯石沈着の有無についてで

ある｡そして,次の結果が得られた｡

1. 人工歯の破折は特殊な下顎部分床義歯の

1症例 1歯のみにみられた｡他の48床では観察

されなかった｡

2. 人工歯の脱離は上顎部分床義歯の1症例

1歯にみられ,脱離人工歯の所見および予後経

過からレジン分離材の影響が大きいと考えられ

た｡他の48床において人工歯の脱離はみられな

かった ｡

3. 人工歯のり交合面の摩耗は33症例49床の規

格撮影によるスライドおよび研究用模型の観察

ではほとんどみられなかったが,上下全部床義

歯症例の各時期に採得したブラックシリコンを

用いた研究用模型の観察によると唆合接触面の

部位,数および大きさに若干変化がみられた｡

4. 人工歯の変色はなく,臨床上色調は安定

していた｡

5. 若干の症例に顕著な着色歯垢付着がみら

れた｡

6. 人工歯の歯石沈着はほとんどの症例でみ

られなかった｡ 1症例において顕著な沈着がみ

られたが,経過観察中に改善し歯石沈着はみら

れなくなった｡

これらよりEXCERA@は,硬質レジソ人工歯

として理工学的性質に加えて臨床的にも有用で

あると考えられた｡
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AClinicalStudyonthePrognosisofHardResinTeethEXCERA⑧

MinoruYAMAZAKI,ManabuHARADA,YasukoOZAKI,
KazuhikoKOMINE,HiroshiYACHIDA,KazuhiroKAWAUCHI,
HideyukiOGAWA,HitoshiTANI,HirofumiFUJH,

HiroyukiYAMADA,NoriakiORIKASAandHarukaKUSAKARI

2ndD勿artmentofPy10StheticDentist7y,SchoolofDentistPy,Nl'igataUniversity

(Chief:ProfHarukaKUSAKAIU)

Abstract

Formerly,WediscussedthephysicalpropertiesofhardresinteethEXCERA@andconclud-

edthatEXCERA@havesatisfactorilygoodphysicalpropertiesashardresinteeth.Further,in

ordertoconfirmclinicalusefulnessofhardresinteethEXCERA@,Wecarriedoutaprognosis

investigationduringoneyear,aftertreating33edentulouspatientswith49denturesusinghard
resinteethEXCERA@.

Theitemsofthisprognosisinvestigationaretheexistenceoffracturedordisconnected

teeth,attritionanddiscolorationoftheteeth,adheredstain,plaqueandcalculustotheteeth.

Aftertakingpicturesofthedentures,alginateimpressionsofthesetdenturesweretaken,

occlusalcontactswererecordedwithblacksilicone,Slidesandstudymodelsweremade,

investigatedandconsequentlytheresultswerediscussedbythとauthors.

DisconnectedorfracturedEXCERA@werenotobservedexceptinonecaseofspecial

partialdenture.AndtheocclusalwearofEXCERA@washardlyobservedwiththeunaidedeye.

FurthemiorethediscolorationofEXCERA@wasnotobserved,butadheredstainandplaqueto
theteethwereobservedinafewcasesandadheredcalculustotheteethwasobservedin
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markeddegreeinonlyonecase.

Theseresultsaresuggestingthatthephysicalpropertiesofthehardresinteeth,previously

testedinvitro,Werealsoreflectedinthedailyuseofthedentures.Thus,theclinicaluseability

ofhardresinteethEXCERA@couldbeconsidered.
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